








緒言 

乳児ビタミン K(VK)欠乏性出血症は,発症頻度が高く予後不良の疾患であるため,予防すべ

き疾患として注目されている。我々は,本症予防のために長崎県全域において,VK の予防投

与を行い効果を検討してきた。その結果,発症の著明な現象を認め,同時に新生児メレナの

発症率も有意に減少したことをすでに報告した。現在も継続して発症の状況を追跡中であ

る。また,より効果的な予防投与方法を確立するべく,尿中γ-car-boxyglutamic acid(Gla)

排泄量を測定し検討している。欧米で本症の発症が少ないのは,出生時の VK の 1回筋注が

ルーチンに行われていることによる遠隔効果とも考えられ,本邦でも出生時の 1 回投与の

みで良いのではないかという意見もある。今回は,尿中 Gla 量測定により,出生時 VK1 回経

口投与の効果を,従来行っていた 2回投与と比較検討した。 


